令和４年４月２７日
地域自立支援協議会
第１回幹事会資料３
[bookmark: _GoBack]第５期　小平市地域自立支援協議会　令和４年度協議テーマ（案）
１．協議会の役割は、設置要綱の第２条に所掌事項として、８つの役割が定められています。
(1)　相談支援事業に係る中立・公平性の確保に関すること。
(2)　困難事例の支援の在り方に対する協議及び調整に関すること。
(3)　自立支援給付に係るサービス等利用計画のモニタリングに関すること。
(4)　地域の関係機関によるネットワークの構築に向けた協議に関すること。
(5)　地域の社会資源の開発及び改善に関すること。
(6)　障害者基本法(昭和45年法律第84号)第11条第3項に規定する計画、法第88条第1項に規定する計画及び児童福祉法(昭和22年法律第164号)第33条の20第1項に規定する計画の進捗状況の評価及び進行管理に関すること。※「法」はいわゆる障害者総合支援法のこと。
(7)　地域の障害者等を支える人材の養成に関すること。
(8)　その他障害者等の福祉の増進に関し市長が必要と認める事項

２．小平市障がい者福祉計画には４つの重点施策があり、第六期小平市障害福祉計画・第
二期小平市障害児福祉計画には７つの成果目標があります。
〇 小平市障がい者福祉計画の重点施策
(1)　相談支援と権利擁護の体制の確立
    (2)　居住系サービス
(3)　就労支援の充実
(4)　就労相談、雇用の場と職域の拡大

〇 第六期小平市障害福祉計画・第二期小平市障害児福祉計画の成果目標
(1)　施設入所者の地域生活への移行
(2)　精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築
(3)　地域生活支援拠点等の整備及び機能の充実
基幹相談支援センターの設置について
(4)　福祉施設から一般就労への移行
　　  ①福祉施設から一般就労への移行者数　　
②就労定着支援事業所の利用者数と就労定着率
(5)　障がい児支援の提供体制の整備
　　　①重層的な地域支援体制の構築を目指すための児童発達支援センターの設置及び保育所等
訪問支援の充実
　　　　　②主に重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業所の確保
　　　　　③医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置
(6)　相談支援体制の充実・強化等
(7)　障害福祉サービス等の質の向上
３．上記と継続性を踏まえて、事務局会議において令和４年度に各会議体で協議するテーマ（案）を作成しました。
表中、全体会は「全」、幹事会は「幹」、当事者・情報部会は「当」、地域部会は「地」とし、会議体ごとに担当する案として「〇」で示し、テーマを分担しています。
　期末には、前年度同様に、以下のとおり各会議体で自己評価をお願いする予定です。
　
	№
	テーマ
	協議を担う会議体等

	
	
	全
	幹
	当
	地
	連携・協働

	1
	福祉施設の入所者の地域生活移行
（３年で３人減）
関連：地域生活支援拠点
	
	〇
	
	〇
	①障がい者支援課、②地域移行促進コーディネート事業者、③入所施設、④指定一般相談事業者、⑤市町村相談支援事業者

	2
	精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築（協議の場の設置）
関連：地域生活支援拠点
	
	〇
	
	〇
	①精神保健福祉業務連絡会、②精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム連絡会

	3
	地域生活支援拠点等の整備の評価と機能充実
	〇
	〇
	〇
	〇
	①地域生活支援拠点等ワーキング、②他地域の視察、③小平市障害者団体連絡会、④スキーム研究会、⑤相談支援ワーキング

	4
	福祉施設から一般就労へ移行
（年間３０人）
	
	〇
	
	
	①障がい者支援課、②就労支援連絡会

	5
	児童発達支援センターの設置目標理解と事業進捗の評価
（学齢期ニーズの把握と親支援）
関連：障がい児福祉
	〇
	〇
	〇
	〇
	①発達を支援する連絡会、②障がい者支援課、③小平市障害者団体連絡会、④保育園長会、⑤幼稚園長会、⑥学校長会、⑦教育委員会、⑧子ども家庭支援センター

	6
	保育所等訪問支援の充実
関連：障がい児福祉
※上記「5」に重複することを除く
	〇
	〇
	〇
	〇
	①発達を支援する連絡会、②障がい者支援課、③保育園長会、④幼稚園長会、⑤学校長会、⑥教育委員会

	7
	重症心身障害児支援事業所の確保
関連：障がい児福祉
	〇
	〇
	〇
	〇
	①発達を支援する連絡会、②障がい者支援課

	8
	障害児の医療的ケア児支援の充実、医療的ケア児コーディネーターの役割理解と配置
関連：障がい児福祉
	〇
	〇
	〇
	〇
	①発達を支援する連絡会、②障がい者支援課、③医療的ケア児を支援する連絡会、③保育園長会、④幼稚園長会、⑤学校長会、⑥教育委員会

	9
	障害者差別解消法と取組み
（社会モデルの啓発）
関連：差別解消法
	〇
	〇
	〇
	
	①障がい者支援課、②権利擁護関連機関、③小平市障害者団体連絡会、④当事者ワーキング


	№
	テーマ
	協議を担う会議体等

	
	
	全
	幹
	当
	地
	連携・協働

	10
	新たな社会資源の整備状況
	
	
	
	〇
	①相談支援ワーキング
②地域生活支援拠点等ワーキング、③小平市障害者団体連絡会、④当事者ワーキング

	11
	困難事例・事業所が抱える課題
関連：人材育成、資質向上
	
	〇
	
	〇
	①相談支援ワーキング
②精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム連絡会

	12
	地域支援となる他分野交流・多職種連携（緊急・日常：警察、ケアマネ、農業）
関連：地域生活支援拠点、高齢者施策
　　　重層的支援体制整備事業、社会福祉法人の公益活動
	〇
	
	
	
	①障がい者支援課、②市役所所管課など、③重層的支援体制整備事業所管課、④相談支援ワーキング

	13
	障害福祉計画の評価と進捗管理

	〇
	〇
	
	
	①障がい者支援課、②小平市障害者団体連絡会、③東京都自立支援協議会、④厚生労働省資料を利用

	14
	障害者福祉サービスの標準化や質の確保・向上
関連：人材育成、資質向上、介護保険
　　　重層的支援体制整備事業、社会福祉法人の公益活動
	
	〇
	
	〇
	①相談支援ワーキング、②重層的支援体制整備事業所管課、③公益活動推進連絡会

	15
	災害の準備（災害時個別支援計画、二次避難所）
	〇
	〇
	
	
	①障がい者支援課、②市役所所管課、③保健所、④医療的ケア児を支援する連絡会、⑤各事業所

	16
	基幹相談支援センターの整備
関連：地域生活支援拠点
	〇
	〇
	
	〇
	①障がい者支援課、②相談支援ワーキング、③小平市障害者団体連絡会、④市町村相談支援事業所、⑤地域生活支援拠点等ワーキング

	17
	障がい当事者の情報保障（証）、意思決定支援（支援員不足や質を向上させる方法）
関連：情報保障、意思疎通支援、人材育成、資質向上
	○
	
	〇
	
	①当事者ワーキング、②小平市障害者団体連絡会、③相談支援事業所、④権利擁護事業所

	18
	他地域の地域自立支援協議会・当事者部会との情報交換、交流など
関連：地域自立支援協議会の評価方法
	〇
	
	〇
	
	①当事者ワーキング、②東京都自立支援協議会、③厚生労働省


	[bookmark: _Hlk100569096]19
	新型コロナウイルスを含む感染症対策等について
	〇
	〇
	
	〇
	①保健所、②市所管課、③当事者ワーキング、④小平市障害者団体連絡会

	№
	テーマ
	協議を担う会議体等

	
	
	全
	幹
	当
	地
	連携・協働

	20
	ＩＣＴ(情報通信技術)やＳＤＧ`s（持続可能な開発目標）等、新たな技術や視点を活用した障がい児者支援策の研究と推進
	
	〇
	〇
	
	①特別支援学校、②教育委員会、③小平市障害者団体連絡会



＜令和４年度　協議テーマ＞
全体会
	会議日程
	議題テーマ（案）

	第１回　全体会
５／３０（月）
	

	第２回　全体会
９／５（月）
	・小平市障がい者福祉計画・第六期小平市障害福祉計画・第二期小平市障
　害児福祉計画に係る令和３年度進捗状況とその評価
・日中サービス支援型共同生活援助の地域自立支援協議会への報告・評価

	第３回　全体会
１２／１２（月）
	・地域生活支援拠点等事業の検証

	第４回　全体会
３／１０（金）
	



幹事会
	会議日程
	議題テーマ（案）

	第１回　幹事会
４／２７（水）
	・農福連携について
・令和４年度の協議テーマについて

	第２回　幹事会
９／５（月）
	

	第３回　幹事会
１２／１２（月）
	

	第４回　幹事会
３／１０（金）
	



1

